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日本NIE学会第1B回愛媛大会のご案内（二次案内）

日本NIE学会会長阪根健二
第13回愛媛大会実行委員長鶯原進

Ｉ大会要項

主催日本N I E学会

後援愛媛県教育委員会愛媛県市町教育委員会連合会松山市教育委員会
愛媛県教育研究協議会愛媛県高等学校教育研究会
愛媛新聞社愛媛CATV

１．期日２０１６(平成２８)年１１月２６日（土）～２７日（日）

2．会場愛媛大学南加記念ホール共通講義棟Ａ他
（〒７９０-８５７７愛媛県松山市文京町３番愛媛大学城北地区）

3．参加費
大会参加費：事前納入は2,500円，当日納入は3,000円

学生・院生は1,000円
情報交換会（懇親会）参加費：事前納入は4,500円，当日納入は5,000円

４．テーマNIEが主権者育成に果たす役割

５ ． 日 程
第１日目１１月２６日（±）
11 :0０11 :3０１２:3０１３:3０ 20:0018:1518:3016:3016:45

第２日目１１月２７日（日）
8:3０９:0０ 1６:２５頃12:００１２:4０

- 1 -

理事会

一般受付

総会
(南加記念
ホール）

シンポジウム
主権者育成と
N I Eの検証
(南加記念ホール）

移
動

研究分科会
①②③④

(共通講義棟A)
移
動

情報交換会
(懇親会）

(大学会館･生協食堂）

受付 自由研究発表
(共通講義棟A)

巡検（希望者のみ）
A:四国鐙場参り
B:道後温泉と
子規記念博物館



日本NIE学会会報第34号

皿・大会概要

１１月２６日（土）

理 事 会 1 1 : 3 0 ～ 1 2 : 3 0 ( 共 通 講 義 棟 A l 階 講 1 3 教 室 ）

総会１２：３０～ 1 3 : 3 0 ( 南加記念ホール）

シンポジウム13:30～16:30(南加記念ホール）

テーマ：主権者育成とNIEの検証

概 要 ：
愛媛大会のテーマである「N IEが主権者育成に果たす役割」に迫る第一歩として，主権者

育成の視点からN I Eについて検証してみることとした。今年は，いわゆる18歳選挙権での
参議院通常選挙などが実施され，主権者教育や新聞報道のあり方が問われた年でもある。
実際の選挙から５か月以上たった今，さまざまな立場の方をシンポジアストに迎えて報告を
してい．ただく。樋口雅夫氏には，教育行政において主権者教育を主導している立場から，加藤
令史氏には，参議院選挙の報道や主権者教育の報道に携わった地方紙の立場から，伊吹侑希子
氏には，学校において主権者教育とN IEを実践している立場から，佐伯姫夏氏と明賀優介氏
には,18歳，現役高校生の立場から，それぞれ主権者育成や新聞に対して報告をしていただく。
市民教育としての社会科教育やNIEについて，長くご研究をされてきた小原友行氏に，デイ

スカッサントとして議論の整理や新たな展望を示していただく。

コーディネータ：阪根健二（鳴門教育大学）
鴛原進（愛媛大学）

デイスカッサント：小原友行（広島大学）
シンポジアスト：
「主権者として求められる資質・能力を育む、主体的・対話的で深い学び」

樋口雅夫（国立教育政策研究所・文部科学省）
「地方紙とNIE」

加藤令史（愛媛新聞社）
「新聞紙面の比較読みから考える未来一「未来アイデアソン」の実践一」

伊吹侑希子（京都学園中学高等学校）
「１８歳からみた選挙と新聞」

佐伯姫夏・明賀優介（愛媛県立松山東高等学校３年生）

このシンポジウムは，松山のケーブルテレビ局である愛媛CATVが収録し，後日，地元のケー
ブルテレビ番組にて放送する予定です。そのことをご了解の上，ご参加ください。
シンポジウムの進行はコーディネータが行います。
シンポジアストは，発表要旨原稿スライドなどを用いて報告をしてください。
会場には,スクリーン，液晶プロジェクタ，スピーカー,Blu-ray(DVD,CD)ﾌﾚｰﾔｰが備
え付けられています。パソコンやタブレット,Blu-rayDisc等は各自でご用意ください。パソコン
やタブレットと液晶プロジェクタとの接続は，アナログRGB[D-Subl5]になります。

F雨司ｱﾅﾛｸRGB[D-Subl5]の差し込み面
- ２ -
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1 6 : 4 5 ～ 1 8 : 1 5 ( 共通講義棟A )研 究 分 科 会 1 6 : 4 5 ～ 1 8 : 1 5 ( ;

①「ジャーナリズムとN IE」共通講義棟Ａ

コーデイネータ：柳澤伸司（立命館大学）

概 要 ：
ジャーナリズムとしての新聞は，歴史の証言者として日々の出来事を正確に記録し批評する

ことにある。NIEはそうした新聞を「生きた教科書」として扱う学びである。そして新聞は「生
もの」であるがゆえの扱う難しさが伴いつつも，活用次第で様々な学びへと展開できる可能性
がある。今年(2016年)7月に神奈川県相模原市で起きた殺傷事件は，人間の尊厳と障害者差
別，緊急措置入院の是非，ヘイトクライム，ネットの影響など様々な問題を浮き彫りにしてい
る。この事件や問題からNIEとしてどのように扱うことができるのか，あるいはできないの
か。報道現場で起きている問題（被害者の匿名報道など）と照らし合わせながら,N IEの授
業展開の可能性について校種別に分かれて参加者とともに検討したい。なお，事前に話題提供
者のプログ「ニュース・ワーカー２」（下記）も参照してほしい。
http://d.hatena.ne.jp/news-worker/20160729

話題提供
相模原市障害者施設殺傷事件はNIEでどう扱うことができるか
一被害者報道の難しさ一

美浦克教（共同通信社）

２階講２２教室（価②「新聞社とつくるN I E 」共通講義棟Ａ

コーデイネータ：平石隆敏（京都教育大学）

概 要 ：
学校と新聞社との連携がうたわれながら、現実には授業者は新聞社におまかせで、新聞社は

学習の流れや子どもの実態がわからないままの単発の出前授業に終わりがちなケースも多いの
ではないか。もう一歩進めて、一方でこの授業で子どもたちに何について考えさせ、どんな力
を育てたいのか、他方で新聞社がどのような内容や題材を、どのようなやり方で提示するのが
効果的なのか、それらについて授業者と新聞社が継続的に協議・協働していくことで、どんな
NIE授業をつくりだせるだろうか。本研究分科会では、実践事例の報告を受けながら、こう
した可能性について考えていきたい。

発表①：
新聞づくりで高める言葉の力
一教師と新聞社連携授業の試み一
日野和子（愛媛県西条市立庄内小学校）
大植美香（愛媛新聞社）

発表②：
選挙権年齢引き下げと主権者教育
一新聞社と協同し生徒ともに創る一
二田貴広（奈良女子大学附属中等教育学校）
城島徹（日本新聞協会NIE専門部会長・毎日新聞社）

指定討論者：角田将士（立命館大学）

- ３ -



日本NIE学会会報第34号

③「NIEとアクティブ・ラーニング」共通講義棟Ａ

コーデイネータ：森田英嗣（大阪教育大学）

概 要 ：
次期指導要領では，知っていることを使って社会や世界と関わり生きていく力が重視され，

そのための「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力等」，「主体的に学習に取り組む態度」を
育てることがねらいとされる。「アクティブラーニング」は単なる学習の型ではなく，そうし
た能力が発揮され，磨かれていくような学習経験であると言える。本研究分科会では，この認
識を共有した上で,N I Eがそうした「アクティブラーニング」をつくる上でどのように貢献
できるか，またどのようにそれを評価していくことが出来るかを，実践的・理論的・複眼的に
検討していきたい。

話題提供①
｢アクティブ・ラーニング」と新聞
森田英嗣（大阪教育大学）

話題提供②
<newsコミュニティ〉づくりをめざす工夫
一小学校から進めるNIEの段階的な授業-
中島順子（大阪市立開平小学校）

話題提供③
生徒の「経験知」と教科書の「学問知」をNIEで繋ぐアクティブ・ラーニング
鍛冶直紀（大阪大学大学院）

話題提供④
市民性の育成を目指すNIEとアクティブ・ラーニング
ー中学校と大学での実践から一
中善則（花園大学）

④「若き主権者自身が考えるNIE」共通講義棟Ａ ２階講２４教宰（伽

コーデイネータ：谷田部玲生（桐蔭横浜大学）
野津孝明（島根県立宍道高等学校）

概 要 ：
近年の若者（児童生徒のみならず若い先生方も）の新聞離れが著しいと指摘されている。そのよう

な中で，若者自身（教師を目指す大学院生）が，小学校や高等学校で，新聞のおもしろさや意義を児
童生徒が体験的に考える授業を実践してきた。その実践を参加者とともに追体験しながら，新聞が，
若き主権者に果たす意義について考えていきたい。

話題提供とモデレーター：
愛媛大学大学院教育学研究科・学生
協力愛媛新聞社

- ４ -
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研究分科会の運営はコーディネータがおこないます。
発表者・話題提供者は，発表要旨原稿，スライド，レジュメなどを用いて発表してください。

て会場（教室）をご確認くださ'△９
会場には，スクリーン，液晶プロジェクタ，スピーカー,Blu-ray(DVD,CD)プレーヤー，パ
ソコンやタブレットとの接続ケーブルが備え付けられています。パソコンやタブレットは各自でご
用意ください。パソコンやタブレットと液晶プロジェクタとの接続は，アナログRGB[D-Subl5]
でもデジタルHDMIでも可能です。（スクリーンへの投影はどちらか一方のみとなり,2台同時投
影はできません｡）使用する機器につきましては，各自で接続確認を行ってください。実行委員会
では機器の貸与はいたしません。
レジュメ等の補助資料を配布される方は１００部ご用意ください。当日，各自でご持参いただき，

各教室の補助係にご提出ください。実行委員会では補助資料の印刷はいたしません。

唖 アナログRGB[D-Subl5]の差し込み面

デジタルHDMIの差し込み面

１８：３０～２０：００（大学会館・生協食堂）情報交換会（懇親会）

１１月２７日（日）

自由研究発表 ９：００～１２：００（共通講義棟A)

例年通りの口頭発表スタイルでの自由研究発表です。発表者は，発表20分．質疑応答１０分の枠
内での発表要旨，スライドやレジュメ等の補助資料を用いて研究発表を行います。

ヨの控ゴ “ 一 ＠

て会場（教室）をご確認ください。
会場には，スクリーン，液晶プロジェクタ，スピーカー,Blu-ray(DVD,CD)プレーヤー，パ
ソコンやタブレットとの接続ケーブルが備え付けられています。パソコンやタブレットは各自でご
用意ください。パソコンやタブレットと液晶プロジェクタとの接続は，アナログRGB[D-Subl5]
でもデジタルHDMIでも可能です。（スクリーンへの投影はどちらか一方のみとなり,2台同時投
影はできません｡)使用する機器につきましては,９：００までに,各自で接続確認を行ってください。
実行委員会では機器の貸与はいたしません。
レジュメ等の補助資料を配布される方は７０部ご用意ください。当日,各自でご持参いただき，９：
００までに各教室の補助係にご提出ください。実行委員会では補助資料の印刷はいたしません。
発表を，万が一取りやめなければならない場合は，事前に大会実行委員会までご連絡ください。
なお，発表時間の繰り上げは行わない予定です。

唖 アナログRGB[D-Subl5]の差し込み面

デジタルHDMIの差し込み面

- ５ -
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自由研究発表第１分科会共通講義棟A２階謹21教室（仮）

司会：朝倉淳（広島大学）・大植美香（愛媛新聞社）

①09:00～
記者体験活動を通して，地域を発掘し自分たちの住むまちを誇りに
一地元新聞社との連携による子ども記者クラブの取組を通して一
橋本祥夫（京都文教大学）

②09:30̅
新聞記者の取材活動における情報収集のプロセス
ー修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチを用いた検証-
花田祐治（愛知教育大学大学院）
梅田恭子（愛知教育大学）

③10:00～
NIEにおける「新聞づくり」の意義
一全新研の「新聞づくり」が示唆するもの-
澁谷晃平（愛知教育大学大学院）

④１０:30̅
大学院生によるNIE主権者育成授業開発
一選挙管理委員会と連携した高等学校段階の授業実践を通して一
鴛原進（愛媛大学）
馬淵悠生（愛媛大学大学院）
田中佑典（愛媛大学大学院）

⑤11:00～
研修と実践を架橋する新聞作成を中核としたNIE指導力向上プログラムの開発
一免許更新講習を通じた受講者の実践と意識の変容を中心に-
溝口和宏（鹿児島大学）
田口紘子（鹿児島大学）
原田義則（鹿児島大学）

⑥11:30̅
NIE学習における評価法の開発
一「オバマ大統領広島訪問」の授業実践を通して-
小原友行（広島大学）
兒玉泰輔（広島大学大学院）
茂松郁弥（広島大学大学院）
山本稜（広島大学大学院）
吉川友則（広島大学大学院）

- ６ -
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自由研究発表第２分科会共通講義棟A2階謹_Z_Z塾室_Km

司会：谷田部玲生（桐蔭横浜大学）・小田泰司（福岡教育大学）

①09:00～
初年次教育における価値判断能力の育成
一新聞を活用したコミュニケーション教育-
中野美香（福岡工業大学）

②09:30～
大学での経済新聞の活用とビジネスアイデア創出の実践
一企画プレゼンテーション論の授業事例を通して一
江間直美（江戸川大学）

③１０:00̅
2016年４月【熊本地震】・【エクアドル地震】
-「英語を通じての世界への情報受発信」の実践一
山西敏博（大阪大学大学院言語文化研究科博士後期課程・公立鳥取環境大学）

④10:30̅
言語運用能力の基盤形成を支援するNIE
稲井達也（日本女子体育大学）

⑤l l : 00 ̅
保育学科学生におけるNIE実践・社会福祉教育の一考察
一社会福祉ワークブックを中心に-
松井圭三（中国短期大学）
今井慶宗（関西女子短期大学）

⑥l l : 30 ̅
大学教育におけるNIE
片岡浩二（横浜国立大学）

自由研究発表第３分科会共通講義棟A2階講23教室（仮）

司会：野津孝明（島根県立宍道高等学校）・久保宏樹（愛媛県NIEアドバイザー）

①09:00～
社会運動と地方自治・直接民主主義
-NIEを通じて住民運動．市民運動を学ぶ-
小橋一久（河合塾）

- ７ -
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②09:30̅
NIEとアクティブ・ラーニングによる主権者教育の開発と評価
一「どうすれば投票率を上げられるか？じっくり考えて提言しよう！」の授業実践を通して-
光武正夫（唐津市立厳木中学校）

’

③10:00̅
専門高校におけるキャリア教育
-NIE教育とキャリアデザインー
服部文彦（愛知県立一宮商業高等学校）
森雅子（全国高等学校秘書教育研究会）

④10:30̅
定時制高校における話し合い活動を重視したNIEの実践
一総合学習、生徒会、クラス経営、教科から-
久光原（北海道恵庭南高等学校）

⑤11:00̅
アクティブ・ラーニングを推進する新聞教育
一全国新聞教育研究大会・茨城大会から-
高橋俊英（茨城県立総和工業高等学校）

自由研究発表第４分科会共通講義棟A２階講２４教室（仮）

司会：臼井淑子（横須賀市立田戸小学校）・日野和子（愛媛県西条市立庄内小学校）

①09:00～
中学校数学科におけるNIE
前野勝彦（高松市立高松第一中学校）

②09:30～
情報を整理,分析し，よりよい行動につなぐために
一熊本地震の現場からの気づき，学びを記録し,発信する-
笹原信二（熊本市立龍田小学校）

③10:00̅
新聞を活用した政策選択学習の授業開発
一第５学年「農業」と参議院選挙を関連付けて-
神野幸隆（広島大学附属東雲小学校・広島大学院）

- ８ -
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④１０:30̅
｢生徒指導」の学びを深めるNIE(学級通信づくり）の取り組み
-D．Kolbの体験学習モデルに依拠したアクティブ・ラーニングー
中善則（花園大学）

⑤11:00̅
国際理解と国際協力
-NIE活動を通しての、世界最貧国マラウイ訪問とJICAの関わり-
荒川貴子（栃木県小山市立若木小学校）

Ⅲ大会参加登録集金宿泊巡検

大会参加登録,大会参加費等の集金,宿泊のお手配,巡検については,(株)愛媛新聞旅行がいたします。
◎巡検は先着順の受付となり定員に達した場合はお断りする場合がございます。
（巡検は最少定員に満たない場合は中止となります｡）

◎各宿泊施設は先着順の受付となり定員に達した場合はお断りする場合がございます。
（早めの申し込みをおすすめいたします｡）
前泊・後泊をご希望の場合は申込書の「備考棚」にご記入ください。

◎大会参加申込締切:1０月１５B(*)(早めの申込にご協力ください｡)
◎大会参加費等の事前納入締切：１１月１５日（火）
（お申し込み後，納入についての案内が届きますので，それにしたがってください｡）

◎申込書は，日本NIE学会のホームページhttp://www.osaka-kyoiku・acjp/̅care/NIE/
からダウンロードできます。

日本NIE学会第13回愛媛大会参加登録／宿泊プラン／巡検申し込み先

〒 7 9 0 - 8 5 1 1
愛媛県松山市大手町１丁目１２番地１株式会社愛媛新聞旅行担当：脇田
T e l : 0 8 9 - 9 9 8 - 7 4 0 0 F a x : 0 8 9 - 9 9 8 - 7 4 1 1
E-mail:wakita@aishin-ryoko.co.jp

【領収書】
大会参加費，情報交換会（懇親会）参加費の領収書は，大会当日，受付にてお渡しいたします。

【入金後の取消のご案内】
ご入金後､お客様の都合による取消は､ご旅行条件(要約）に基づいて規定

お客様には、取消料を差し引いた金額を普通振込口座にて返金いたします。
に基づいて規定の取消料を収受いたします。

取消の際は、返金口座・口座番号・口座名義をお知らせください。電話による取消はトラブルのも
とになりますので、メールまたはFAXにてお知らせください。

- ９ -
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Ⅳ交通案内・宿泊案内・その他
https://www.ehime-u.acjp/overview/access/johoku/あるいは，交通案内をご参照ください。

◎愛媛大学城北地区へは入車はできません。
以前と駐車システムが変更になりました。公共交通機関をご利用ください。
近隣に有料の民間駐車場はございます。

◎宿泊斡旋ご希望の方は「宿泊施設と料金のご案内」をご参照いただき，（株)愛媛新聞旅行に
お申し込みください。

◎受付
(1)ll月26日（土）シンポジウムまでの受付は南加記念ホール正面です。ll月26日（土)研究分

科会開催時とll月27日（日）は,共通講義棟A(研究分科会,自由研究発表の会場)の１階です。

（２）受付は次の２つに分かれています。

①大会参加申し込みをされた方：「事前受付」にお越しください。
お名前の確認と当日配布の要旨集録，名札，領収書をはじめとする手提げ袋を用意しております
ので，お受け取り下さい。

②事前申し込みをされていない方：「当日参加受付」にお越しください。
参加申し込み用紙に必要事項を記入して，参加費３，０００円を添えてお申し込み下さい。当日配
布の要旨集録，名札，領収書をはじめとする手提げ袋をお渡しします。

（３）情報交換会（懇親会）参加費は当日納入５，０００円です。事前にお申し込みされておらず，
当日希望される方は，受付にてお申し付け下さい。当日のご参加も可能ですが，人数に限りが
ありますので，できる限り事前納入（４，５００円）のご協力をお願い申し上げます。

◎ご利用ください！
11月26日（土)(1日目）昼食時，愛媛大学城北地区内の生協食堂・パルト
（大学会館１階）が営業しております。

◎会員控室
講１１教室（共通講義棟Al階「受付」東側）をご使用ください。
大会参加費の軽減のため，会員控室には湯茶等は用意いたしません。各自でご用意ください。（会場

付近に飲料の自動販売機がございますので,ご利用ください。）また,クローク等もご用意いたしません。
大きな荷物などは会員控室をご利用ください。なお，貴重品は必ず身につけてください。

◎大会本部
講１２教室（共通講義棟Al階「受付」西側）に設置します。受付付近にも，第１３回愛媛大会実

行委員が常駐しております。ご不明のことなどは，お気軽に実行委員にお尋ねください。

◎インターネットへの接続が必要な方は，各自で対応してください。
次のような無線LANに接続可能です。

○eduroam
愛媛大学は，キャンパス無線LANの相互利用eduroamhttp:"www.eduroam.jp/の参加機関で

- 1 0 -
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す。eduroam参加機関にご所属の方は，ご所属機関にて，事前に「eduroamアカウント,eduroam
パスワード」を取得されていれば，無線LANeduroamに接続可能です。
○splash
愛媛大学には，愛媛CATVが提供する無線LANsplash
http://www.e-catv・nejp/internet/service_wi-h/があります。愛媛CATVケーブルインター

ネットにお申し込みの方は接続可能です。
○EhimeFreeWi-Fi
愛媛大学には，「えひめFreeWi-Fi｣(SSIDEhime_Free_Wi-Fi)のサービス
http://www.ehime-wifijp/(事業者：愛媛CATV)があります。
この「えひめFreeWi-Fiプロジェクト」は，愛媛県内の地域活性化を図ることを目的とし，旅行

者や地域住民等が無料で利用できるWi-Fiスポットを整備する事業です。利用規約やセキュリティ
レベルに関する事項に同意するだけで，一週間連続でインターネットに接続可能なWi-Fiアクセス
ポイントです。
ただし，通信経路の暗号化がなされていないため，通信内容は常に傍受される危険性があります

ので，重要な情報を暗号化せずに，このサービスを利用して送受信することはお勧めできません。
本サービスの利用規約やセキュリティについての説明を熟読・同意の上利用するようお願いいたし
ます。

○WIMAXや各種携帯電話会社が提供するWi-Fiにつきましては，各自でご確認ください。

◎ゴミの持ち帰りにご協力ください。

Ｖ日本NIE学会第1B回愛媛大会実行委員会連絡先

〒７９０-８５７７愛媛県松山市文京町３番愛媛大学教育学部内
日本NIE学会第１３回愛媛大会実行委員会鴛原進宛

Tel:０８９-９２７-９４１２(鴛原進）
Fax:０８９-９２７-９３９６(学部共用）
E-mail:oshiharasusumu.mj@ehime-u.acjp
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交通案内（往路）

懲學煙,

譲
松山城
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◎松山市内主要地から愛媛大学城北地区・共通講義棟Ａまでの主な公共交通機関は，次のとおりです。

(1)JR松山駅からは，伊予鉄道「JR松山駅前」より市内電車①番に乗車，「赤十字病院前」にて下車
（料金１６０円，伊予鉄道想定所要時間１８分，１０分間隔運行)，北へ徒歩約３分です。

(2)松山市駅からは，伊予鉄道「市駅前」より市内電車②番に乗車，「赤十字病院前」にて下車
（料金１６０円，伊予鉄道想定所要時間１７分，１０分間隔運行)，北へ徒歩約３分です。

(3)大街道からは，伊予鉄道「大街道」より市内電車②番に乗車，「赤十字病院前」にて下車
（料金160円，伊予鉄道想定所要時間９分，１０分間隔運行)，北へ徒歩約３分です。
（大街道から愛媛大学城北地区まで徒歩約１５分です｡）

(4)道後温泉からは,伊予鉄道｢道後温泉駅｣発の市内電車に乗車,｢上一万｣にて市内電車②番に乗換(料金１６０円，
「乗換券」を運転手に請求のこと)，「赤十字病院前」にて下車
（｢乗換券」を運賃箱に投入，「道後温泉駅」～「赤十字病院前」伊予鉄道想定所要時間約１３分)，北へ徒歩約
３分です。（道後温泉から愛媛大学城北地区まで徒歩約２５分です｡）

(5)松山空港からは，伊予鉄道「松山空港リムジンバス」に乗車,｢JR松山駅」下車
（料金３１０円，伊予鉄道想定所要時間１５分)，その後，上記（１）のようにしてください。
なお,松山空港発の松山空港リムジンバスは,｢JR松山駅前｣,｢愛媛新聞社前｣,｢松山市駅｣,「一番町｣,｢大街道｣，
「県民文化会館前｣，「道後温泉駅前」と運行するものがほとんどです。

(6)松山観光港からは，伊予鉄道「松山観光港リムジンバス」に乗車,｢JR松山駅」下車
（料金４６０円，伊予鉄道想定所要時間２０分)，その後，上記（１）のようにしてください。
なお，松山観光港発の松山観光港リムジンバスは,｢JR松山駅前｣，「松山市駅｣，「一番町｣，「大街道｣，
「県民文化会館前｣，「道後温泉駅前｣･と運行するものがほとんどです。

※伊予鉄道の市内電車，バス，松山空港リムジンバス，松山観光港リムジンバスの時刻表・運賃等に
ついては，伊予鉄道のホームページhttp://www.iyotetsu.cojp/をご参照ください。
※上記以外の方法もありますので，詳細については(株)愛媛新聞旅行や宿泊施設にお尋ねください。
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愛媛大学城北地区内案内
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愛媛大学糊上地区内共通講義棟Ａ教室配置案内
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’宿泊施設と料金のご案内

会場国立大学法人愛媛大学

◆宿泊取扱日＆１１月２６日(土)の宿泊を受付致します｡(前泊･後泊もご希望の方は､申込書の備考欄にご記入下さい｡）
◆利用予定ホテル：シングル1泊朝食､サービス料･消費税(8％)込
宿泊先については､以下の通りご用意しております｡お部屋の数は十分に確保しておりますが､申込み状況により他のﾎﾃﾙを、
ご案内する場合もございます｡その場合は事前にお知らせいたします。
喫煙･禁煙のご希望はお伺いいたしますが､確約は致しかねますので予めご了承下さい。

交通案内部屋タイプ 料 金NO ホテル名

本館シングル
別館シングル

¥13,000
¥11.000

松山全日空ホテル
松山市一番町3-2-1
089-933-5511

①

会場まで市内電車9分
(大街道～赤十字病院前）

ﾀｲﾜﾛ ｲ ﾈ ｯトホテル松山
松山市一番町2丁目6-5
089-913-1355

② ¥13,000シングル

会場まで徒歩約１５分カンデオホテルズ松山大街道
松山市大街道二丁目5番1２
０８９-９１３-８８６６

③ シングル 茎1３．９６０

松山東急REIホテル
松山市一番町3-3-1
０８９-９４１-０１０９

④ ¥1０.０００シングル

会場まで市内電車6分
(勝山町～赤十字病院前）
会場まで徒歩約１２分

東横INN松山一番町
松山市一番町1-１０-８
089-941-1045

⑤ シングル ¥7,560

会場まで市内電車9分
(大街道～赤十字病院前）
会場まで徒歩約１５分

ホテルアピス松山(愛姐県県庁前）
松山市一番町4-1-8
089-941-9003

⑥ シングル ¥6,480

|宿泊に関する変更｡取消料のご案内’
宿泊日の当日
無連絡不参加

宿泊日の
7～２日前まで

宿泊日の

２１日前まで

宿泊日の
20～８日前まで

宿泊日の前日取消・変更日

宿泊料の全額取消・変更料率 宿泊料の50％無料 宿泊料の２０％ 宿泊料の30％

’ご案内図

①松山全日空ホテル②ﾀｲﾜﾛｲﾈｯトホテル松山③カンデオホテルズ松山大街道④松山東急RElﾎﾃﾙ⑤東横INN松山一番町⑥ホテルアビス松山
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【巡検のご案内】
◆日時：１１月２７日（日）
◆募集人員：いずれのコースとも40名(最少催行人員25名）

★Ａコース:4年に一度のうるう年｢逆打ち｣四国霊場参り（バスで巡るお遍路体験）

【集合】１２ : 4０愛媛大学正門前参加代金 : ¥ 3 , 5 0 0円＊軽食 ･お茶付き

＊お遍路ｶｲﾄさんがご案内します
愛媛大学正門＝＝＝第52番札所太山寺＝＝＝第51番札所石手寺＝＝＝第50番札所繁多寺
１２:４５発１３:０５～１４:0０１４:30～１４:５５１５:０５～１５:３０

JR松山駅＝＝＝松山空港＝＝＝松山観光港
１５:４５頃１６:０５頃１６:２５頃

★Ｂコース:日本最古の温泉･道後温泉と子規記念博物館
【集合】１２ : 4 o愛媛大学正門前参加代金 : ¥ 3 , 5 0 0円 *軽食･お茶付き

＊現地ｶｲﾄさんと一緒に散策します
愛媛大学正門＝＝＝道後温泉（*坊ちゃんからくり時計＊道後温泉本館＊圓満寺＊伊佐爾波神社）
１２:４５発１２:５５～

…(徒歩)…子規記念博物館===JR松山駅＝＝＝松山空港＝＝＝松山観光港
１５ : 3 0発１５ :４５頃１６ :０５頃１６ :２５頃

●上記日程表の時間は目安です。天候条件および渋滞などの交通事情により観光時間の短縮や、帰着時間に大幅な
遅れが生じる場合もございます。

●軽食は移動中（パス内）でとっていただきます。
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ご旅行条件（要約）

●募集型企画旅行
この旅行は､株式会社愛媛新聞旅行(観光庁長官登録旅行業務第1819号)(以下｢当社｣という）
が企画･実施する旅行であり、この旅行に参加されるお客様は当社と募集型企画旅行を締結する
ことになります。
また旅行条件は下記によるほか､本旅行条件書､出発前にお渡しする確定書面(最終日程表)及び
当社の｢旅行業約款(募集型企画旅行の部)｣(以下｢募集型企画旅行約款｣という)によります。

●旅行代金のお支払い
参加申込書受領後､請求書をお送りいたしますので指定の期日までにお振込み下さい。
募集型企画旅契約は､当社が契約の締結を承諾し､申込金を受領した時に成立するものとします。

●取消料
旅行契約の成立後､お客様のご都合で旅行を取消される場合には､旅行代金に対して、
お1人様につき次の取消料をお支払いいただきます。

|日帰り観光旅行

旅行開始日の前日から起算してさかのぼって
旅行契約
解除の日

旅行開始後及び
無連絡不参加

旅行開始日
前日

当日
(旅行開始前

7日前以降
前々日まで

１０日前以降
８日前まで

１１日目にあたる日
以前の解除

旅行代金の
５０％

旅行代金の
１００％

旅行代金の
４０％

旅行代金の
３０％

旅行代金の
２０％無料取消料

’
宿泊日の前日から起算してさかのぼって

宿泊契約
解除の日

宿泊日の当日
無連絡不参加

宿泊日の
7日～2日前まで

宿泊日の
２１日前まで

宿泊日の
20日～8日前まで

宿泊日の前日

ロ

宿泊料の
１００％

宿泊料の
５０％宿泊料の30％宿泊料の20％取消料 無料

●旅行代金に含まれているもの
旅行日程に記載された､航空機､船舶､鉄道､バス等利用運送機関運賃･料金(注釈のないかぎりｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ）
バスガイド料金､入場料､宿泊費､食事代､及び消費税等諸税｡これらの費用はお客様の都合により一部
利用されなくても原則としては払戻はいたしかねます。(コースに含まれない交通費等の諸費用及び個人的
費用は含みません）

●個人情報の取扱について
当社は旅行申込の際に提出された申込書等に記載された個人情報について､お客様との連絡のために利用
させていただくほか､お客様がお申込みいただいた旅行において旅行サービスの手配及びそれらのサービス
の受領のための手続きに必要な範囲で利用させていただきます。
また､お申込みいただいたパンフレットに記載された運送｡宿泊機関及び保険会社､手配代行者に対し、
電子的方法で送付することにより提供いたします。

●この旅行条件は28年１月を基準としております｡また旅行代金は28年１月現在の有効な運賃･規則を基準として算出しております。

- １ ７ -
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